
教育講演会

【後援】 岐阜県教育委員会 ・ 大垣市

大垣市教育委員会 ・ （公財）大垣国際交流協会

羽島市 ・ 羽島市教育委員会 ・ 羽島市国際交流協会

東大理学部物理学専攻。同大大学院で生物学と

生理学を研究。米マサチューセッツ工科大学客

員研究員を経て、2012年、東大大学院総合文

化研究科教授。脳科学の立場から言語学を研究。

多言語話者は二言語話者より新しい言語の習得

時に脳活動が活発になるという研究成果を

2021年に発表した。

著書に『言語の脳科学』、『科学者という仕事』、

『脳の言語地図』、『チョムスキーと言語脳科学』、

絵本『ことばの冒険』シリーズ、『脳とAI』など。

【講師】 酒井邦嘉 東大大学院教授

言語脳科学者

脳に備わっている

自然なことばの習得の力を

東京大学の言語脳科学者

“さかい先生”が

わかりやすくお話しします♫

人間の脳は、教わらなくても

英語も多言語も話せます。

【お問合せ】

お申込み期限：前日１７:３０

オンライン講演会
お申込み専用ページ

主催：(一財）言語交流研究所 ヒッポファミリークラブ

脳 から

考える
ことばの
育て方

さん

/ (日)122
10:00～12:00



ことばや人種の違いを超えて世界に開かれた心を育む、ヒッポの多言語活

動は、今年で40周年を迎えました。人間は生まれ持った能力によってどの

ことばも「同じ人間のことば」としてみつけ、話せるようになる力を持って

います。その自然な力を引き出すカギが多言語の環境です。多言語の音に

自然に触れながら、世界の多言語環境に育つ赤ちゃんが母語を身につけて

いくのと同じ、自然のプロセスで、どのことばも家族や仲間と楽しく獲得し

ていけます。また、ことばの多様性に触れることで「未知の世界への

興味」、「人間に開かれた心」も育っていきます。家族で参加できる

世界中との国際交流やオンラインプログラムも充実しています。

多 言 語 × 脳 科 学

親が教えなくても、周りの人との関わりの中で自然とことばを習得

していく子どもたち。どの国で生まれた赤ちゃんもそうやって自然と

母語を獲得しています。実は、赤ちゃんだけでなく大人も同じ！日本

語だけでなく、いくつものことばを自然に身につける力を持ってい

ます。多言語が自然に育つ環境づくりを40年間、多世代の仲間と実

践してきたヒッポファミリークラブの体験と最新の脳科学の視点か

ら「脳から考えることばの育て方」についてお伝えします。

一般財団法人 言語交流研究所

公式HP

多言語活動の紹介♪

さかい先生のお話 ♪

質問、感想タイム ♪

当日の
プログラム

ことばって
どうやったら話せるようになるのかな？

言語交流研究所 ヒッポファミリークラブ

さかい先生の「ことばの冒険」

を読んで、脳のなかには“こと

ばの木”があるということを

知って、体は食べると成長す

るけど、“ことばの木”は考え

ると成長するんじゃないか

な？と思いました。 (小５)

多言語の環境は、自然体で楽しめる感

覚があります。たくさんの仲間と楽しみ

ながら、ことばや振る舞いが育つ過程

を温かく受け止めてもらっています。お

風呂でも色んなことばで数を数えたり、

とってもシャイだった娘が自分からみん

なの前で中国語、英語、スペイン語など

を話すようになって毎日が楽しいです。

(４歳と１歳のママ)

普段接することのない、いろいろ

な世代の方とふれあい、話すこと

で多様な考え方を知り、刺激を

受けています。お父さん3年目の

私は、子どものことばの成長過

程を楽しみながら、自分も同じよ

うに成長しています！

(３０代・会社員)

さかい先生

友達と遊ぶと、

ことばは成長す

ると思います。

(小４)
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